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期
　
日

平
成
二
十
二
年

二
月
二
十
三
日
（
火
）

会
　
場

全
国
連
合
退
職
校
長
会

会
議
室

出
席
者

廣
瀬
　
　
久
　
会
長

北
海
道
　
　
　
平
間
　
吉
春
副
会
長

東
　
北
　
　
　
小
嶋
　
久
人
副
会
長

関
東
甲
信
越
　
大
山
　
　
睦
副
会
長

東
　
京
　
　
　
太
田
　
　
秀
副
会
長

東
海
北
陸
　
　
飯
田
　
宗
映
副
会
長

近
　
畿
　
　
　
浅
田
　
　
弘
副
会
長

中
　
国
　
　
　
佐
藤
　
博
文
副
会
長

四
　
国
　
　
　
橋
本
　
正
範
副
会
長

九
　
州
　
　
　
中
村
　
貞
夫
副
会
長

他
に
、
各
部
長
、
各
委
員
長
、
総

務
部
員
、
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長

計
十
二
名
が
出
席
。

◇
会
議
の
大
要司

会
　
戸
張
敦
雄
総
務

一
、
開
会
の
こ
と
ば大

山
　
睦
副
会
長

二
、
廣
瀬
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

全
連
退
の
行
事
・
事
業
に
つ
い
て

は
、
副
会
長
を
中
心
に
各
都
道
府
県

の
退
職
校
長
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

教
育
の
問
題
、
政
権
が
変
わ
ろ
う

と
、
本
会
の
基
本
線
は
変
え
る
必
要

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
連
退
の
課
題
の
一
つ
は
、
会
員

増
を
図
り
、
財
務
状
況
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
各
都
道
府
県
に
い
っ

そ
う
の
お
骨
折
り
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

二
つ
め
は
、
先
の
大
戦
の
体
験
を

語
れ
る
会
員
が
少
な
く
な
る
現
状
か

ら
、
語
れ
る
会
員
か
ら
お
話
を
う
か

が
い
ま
と
め
る
こ
と
も
大
事
な
仕
事

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
一
考
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

三
つ
め
の
、
現
職
の
先
生
方
に
も

関
わ
っ
て
い
る
年
金
問
題
に
つ
い
て

は
、
日
公
連
と
の
連
携
・
協
力
を
強

め
て
い
く
所
存
で
す
。

三
、
報
　
告

１
　
各
部
・
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

各
部
長
・
委
員
長
よ
り
報
告

２
「
全
国
連
合
退
職
校
長
会
教
育

憲
章
」
に
つ
い
て

従
来
の
「
教
育
憲
章
」
案
の
見
直

し
を
図
っ
た
。
各
県
へ
意
見
を
求
め
、

そ
れ
を
基
に
「
全
国
連
合
退
職
校
長

会
教
育
憲
章
」
を
作
成
し
、
一
月
二

十
六
日
の
常
任
理
事
会
で
決
定
し
た
。

全
国
連
合
退
職
校
長
会
教
育
憲
章

（
全
連
退
教
育
憲
章
）

わ
れ
わ
れ
は
、
教
育
基
本
法
の

精
神
を
踏
ま
え
、
日
本
の
教
育
推

進
の
指
針
と
し
て
、
こ
の
憲
章
を

定
め
る
。

日
本
の
教
育
は
、
個
人
の
尊
厳
、

生
命
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
重
ん

じ
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇

り
を
も
ち
、
世
界
の
平
和
と
豊
か

な
文
化
の
創
造
、
人
類
の
福
祉
に

貢
献
で
き
る
心
身
と
も
に
健
康
で

主
体
性
の
あ
る
国
民
の
育
成
を
期

す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

以
下
に
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
、

人
間
育
成
の
具
現
化
に
努
め
る
。

１
　
人
間
尊
重
の
精
神
に
の
っ
と

り
一
人
一
人
が
自
他
を
大
切
に

し
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く

生
き
る
力
を
も
つ
。

２
　
日
本
の
自
然
を
愛
護
し
、
豊

か
な
情
操
を
培
う
と
と
も
に
、

地
球
環
境
の
保
全
に
尽
く
す
。

３
　
わ
が
国
が
、
は
ぐ
く
ん
で
き

た
文
化
や
伝
統
を
尊
重
し
、
他

国
の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、

豊
か
な
文
化
を
創
造
す
る
。

４
　
日
本
の
美
し
い
こ
と
ば
を
大

切
に
し
、
礼
節
を
重
ん
じ
、
豊

か
な
人
間
性
を
培
う
。

５
　
誠
実
さ
や
勤
勉
さ
を
大
切
に

し
、
勤
労
の
意
義
と
奉
仕
の
尊

さ
を
知
り
、
共
に
生
き
る
喜
び

を
も
つ
。

６
　
生
涯
に
わ
た
り
、
向
学
心
に

燃
え
、
真
理
を
求
め
、
創
造
性

豊
か
に
主
体
的
に
生
き
ぬ
く
力

を
も
つ
。

７
　
和
の
精
神
と
思
い
や
り
の
心

を
も
ち
、
温
か
な
家
庭
と
心
の

通
い
合
う
地
域
社
会
の
形
成
に

努
め
る
。

８
　
善
悪
の
判
断
を
正
し
く
行
い
、

公
共
の
精
神
と
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
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社
会
の
発
展
に
尽
く
す
。

９
　
民
主
的
な
社
会
及
び
国
家
の

形
成
に
努
め
、
国
と
郷
土
を
愛

す
る
と
と
も
に
、
他
国
と
協
調

し
て
世
界
の
平
和
と
発
展
に
尽

く
す
。

大
野
幸
男
教
育
振
興
部
長
よ
り

「
こ
の
憲
章
は
、
綱
領
と
並
ん
で
、

教
育
推
進
の
理
念
と
し
て
い
き
た

い
」
と
の
主
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

３
　
新
政
権
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
十
一
月
四
日
、
全
国
集
会
に
23
団

体
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。

・
行
政
刷
新
会
議
「
事
業
仕
分
け
」

に
対
す
る
意
見
メ
ー
ル
を
各
都
道

府
県
退
職
校
長
会
の
名
に
お
い
て

送
付
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

・
本
部
と
し
て
も
、
十
一
月
十
五
日

に
意
見
を
ま
と
め
て
送
信
し
た
。

（
内
容
は
本
号
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
二
十
二
年
度
「
少
人
数
学
級
の
実

現
に
向
け
た
教
職
員
の
定
数
改
善

に
関
す
る
要
望
書
」（
案
）
を
23

団
体
と
し
て
検
討
中
で
あ
る
。

・
文
部
科
学
省
は
、
教
員
免
許
制
度
、

教
員
養
成
の
在
り
方
、
教
員
の
資

質
向
上
策
に
つ
い
て
等
の
意
見
募

集
を
し
て
い
る
。

・
全
連
退
は
、
各
都
道
府
県
退
職
校

長
会
長
の
意
見
を
集
約
し
、
意
見

具
申
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

４
　
平
成
二
十
一
年
度「
会
務
報
告
」

に
つ
い
て

・
「
会
務
報
告
」
の
内
容
を
変
え
て

い
く
。
今
ま
で
は
、
各
部
・
委
員

会
の
活
動
報
告
だ
っ
た
が
、
次
年

度
か
ら
は
、
理
事
会
、
総
会
、
副

会
長
会
、
常
任
理
事
会
、
部
長
会
、

部
員
・
委
員
連
絡
会
、
各
部
・
委

員
会
の
活
動
報
告
に
す
る
。

５
　
平
成
二
十
一
年
度
「
中
間
決
算

報
告
」
に
つ
い
て

・
収
入
の
部
で
は
、
会
費
が
も
う
少

し
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

・
支
出
の
部
は
、
今
の
と
こ
ろ
順
調

に
執
行
さ
れ
て
い
る
。

・
今
年
度
か
ら
「
財
務
状
況
健
全
化

会
議
」
を
総
務
部
の
中
に
設
置
し
、

健
全
な
財
務
を
検
討
し
て
い
る
。

６
　
平
成
二
十
二
年
度
全
連
退
本
部

の
主
な
行
事
に
つ
い
て
（
略
）

７
　
平
成
二
十
二
年
度
「
目
標
」

「
宣
言
・
決
議
」(

案
）
作
成
日
程

に
つ
い
て
（
略
）

８
「
副
会
長
会
の
申
し
合
わ
せ
事

項
」
に
つ
い
て

・
本
年
度
定
め
た
細
則
や
内
規
の
制

定
に
伴
っ
て
、
左
記
一
項
目
を
３

の
後
に
追
加
す
る
。

４
　
副
会
長
は
、
総
会
の
議
長
の

ほ
か
理
事
会
・
総
会
等
の
会
務

を
分
担
す
る
。

四
、
協
　
議

１
　
平
成
二
十
二
年
度
「
目
標
」
に

つ
い
て

部
長
会
・
常
任
理
事
会
で
検
討
さ

れ
た
文
案
が
、
総
務
部
よ
り
提
案
さ

れ
、
副
会
長
か
ら
多
く
の
有
意
義
な

意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
基
に
修

正
し
た
文
案
を
、
各
都
道
府
県
に
送

付
し
て
意
見
を
求
め
る
。

２
　
平
成
二
十
二
年
度
「
宣
言
・
決

議
」
文
案
に
つ
い
て

こ
れ
も
１
と
同
様
に
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

３
　
各
地
区
の
課
題
、
情
報
交
換

・
熊
本
市
の
退
職
校
長
会
で
は
、
市

内
の
全
小
中
学
校
に
保
管
さ
れ
て

い
る
「
学
校
の
宝
物
」
を
調
査
し
、

そ
れ
を
ま
と
め
て
冊
子
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
た
。

・
熊
本
県
と
し
て
は
、
創
立
四
十
周

年
記
念
と
し
て
「
熊
本
教
育
の
人

的
遺
産
」
を
出
版
す
る
予
定
で
あ

る
。
そ
の
た
め
全
県
下
か
ら
一
〇

〇
名
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
そ

の
業
績
等
を
ま
と
め
て
い
る
。

・
四
県
で
の
組
織
構
成
の
違
い
が
大

き
い
。
そ
の
た
め
物
事
を
決
め
る

こ
と
が
難
し
い
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
協
議
会
以
外
の

交
流
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

（
教
育
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
相

互
に
案
内
を
出
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
研
修
旅
行
等
の
案
内
を
相
互
に

依
頼
す
る
こ
と
を
検
討
。）

・
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
組
織
と

し
て
関
係
機
関
、
地
域
、
学
校
と

の
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
。

・
県
退
職
校
長
会
事
務
所
の
問
題
で
、

現
職
校
長
会
事
務
所
が
兼
務
し
た

り
、
事
務
局
長
の
自
宅
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
不
便
を
き
た

し
て
い
る
。

・
会
員
増
加
へ
の
働
き
か
け
と
し
て
、

県
で
発
行
し
て
い
る
会
報
を
現
職
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校
長
に
も
配
付
し
て
い
る
。

・
退
職
時
の
加
入
へ
の
働
き
か
け
と

し
て
、
校
長
会
役
員
会
へ
出
か
け

て
説
明
す
る
。

・
事
業
の
活
性
化
の
た
め
に
、
各
府

県
本
部
主
催
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。

・
支
部
組
織
が
な
い
県
の
加
入
率
の

低
下
が
著
し
い
。

・
学
校
現
場
の
声
と
し
て
「
先
輩
の

持
っ
て
い
る
教
育
の
考
え
方
等
を

発
信
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望

が
あ
る
。
こ
れ
に
応
え
る
た
め
の

具
体
的
な
方
策
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

・
連
絡
協
議
会
を
十
月
二
十
二
日
に

横
浜
で
開
催
。
教
育
支
援
や
社
会

貢
献
活
動
へ
の
取
り
組
み
の
進
め

方
を
協
議
し
た
。

・
教
育
支
援
に
関
し
て
は
、
学
校
が

何
を
求
め
て
い
る
か
、
会
員
が
ど

ん
な
支
援
を
提
供
で
き
る
か
の
調

査
等
、
支
援
の
基
礎
づ
く
り
の
段

階
の
県
が
多
い
。

・
「
東
北
地
区
情
報
」
が
創
刊
さ
れ

た
。
全
連
退
本
部
や
東
北
各
県
退

職
校
長
会
相
互
の
連
携
協
力
を
密

に
す
る
た
め
に
は
、
関
係
団
体
の

情
報
の
交
換
交
流
や
共
有
、
意
思

の
疎
通
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

・
組
織
を
見
直
す
た
め
に
「
会
務
運

営
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
40

支
部
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
。

・
北
海
道
本
部
費
用
の
中
で
、
削
減

を
検
討
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
会

員
名
簿
の
発
行
（
各
支
部
の
会
員

名
簿
が
別
に
あ
る
）
と
会
報
の
発

行
を
年
六
回
か
ら
四
回
に
す
る
等

の
意
見
が
あ
っ
た
。

・
会
の
活
動
や
事
業
（
親
睦
・
互
助
、

生
涯
学
習
、
教
育
支
援
）
に
つ
い

て
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

・
東
京
都
教
育
委
員
会
（
教
育
庁
幹

部
）
と
の
懇
談
会
を
二
月
に
実
施

し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
定

期
的
な
情
報
交
換
の
機
会
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
。

五
　
閉
会
の
こ
と
ば太

田
　
秀
副
会
長

民
主
党
副
幹
事
長
を
表
敬
訪
問

副
会
長
会
の
翌
日
、
二
月
二
十
四

日
に
廣
瀬
　
久
会
長
は
、
副
会
長
九

名
、
入
子
総
務
部
長
、
戸
張
総
務
、

村
山
会
報
部
長
、
徳
永
事
務
局
長
を

伴
い
、
国
会
へ
広
野
た
だ
し
民
主
党

副
幹
事
長
（
文
部
科
学
省
担
当
）
を

表
敬
訪
問
し
た
。

広
野
副
幹
事
長
は
、「
教
育
、
人

を
育
て
る
こ
と
は
百
年
の
大
計
で
す
。

政
権
交
代
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ゆ

る
ぎ
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
。

と
言
わ
れ
た
。
さ
ら
に
高
校
の
実
質

無
償
化
問
題
と
子
ど
も
手
当
支
給
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
会
長
他
四
名
で
、
文
部

科
学
省
へ
赴
き
、
金
森
越
哉
初
等
中

等
教
育
局
長
に
お
会
い
し
た
。
そ
し

て
、
六
月
の

総
会
へ
の
文

部
科
学
省
か

ら
の
出
席
、

八
月
の
金
森

局
長
と
の
懇

談
会
の
開
催

等
に
つ
い
て

確
約
を
頂
い

た
。
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